
株主の皆様へ
株主の皆様におかれましては、日ごろより
格別のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
ここに株式会社中村屋第104期（2024年4月1日から
2025年3月31日まで）における事業の概要を
ご報告申し上げます。

代表取締役社長

当社は経営理念「真の価値を追求し、その喜びを分か
ち合う」のもと、「中期経営計画－中村屋2027ビジョン－」
に掲げた戦略に基づき、経営目標の達成に向けた取組
みを進めました。
中華まんビジネスでは、春夏向けの新商品を発売し、

さらなる需要の掘り起こしを図り、売上の拡大につなげま
した。菓子ビジネスでは、日常使いの‘デイリー菓子’の付
加価値を高め、取扱販路を拡げることで増収を図るととも
に、親しい間柄で贈り合うギフトの需要への対応を図りま
した。食品ビジネスでは、消費者の嗜好や利用シーンの

2024年度の経過および成果
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業績ハイライト

詳しい財務情報はこちらから

変化に対応すべく、主力のレトルトカレーおよび中華調理
用ソースの改良と品揃えの強化に取り組むとともに、拡大
する中食業態への提案に注力しました。また、新宿中村
屋本店では、2024年10月にリニューアル10周年を記念
した期間限定商品の発売やイベントを通して、新たな中村
屋ファンの獲得とブランドイメージの発信につなげました。
さらに、原材料価格の高騰など利益圧迫要因に対し、
商品の価格や規格を見直すほか、アイテムの絞り込みに
よる製造コストの低減や工場稼働率の平準化に取り組
み、収益体質の強化を図りました。

証券コード：2204
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菓子事業

食品事業

不動産賃貸事業

売上高 26,834百万円 （前期比2.4％減）

売上高 9,497百万円 （前期比0.6％増）

売上高 917百万円 （前期比10.5％増）

菓子類では、ギフト商品全般で手軽さと上質感を兼ね備えたパッ
ケージに変更するほか、主力商品の品質改良を実施しました。‘デイ
リー菓子’類では、「逸品どら焼」に続いて「逸品カステラ」を発売し、
素材や製法にこだわった独自価値の高い商品ラインナップを強化しました。
中華まん類では、年間を通じた拡販を目指すとともに、さまざまなシーンで楽しんでいただ

けるよう「担々肉まん」「塩レモン肉まん」「てりやきチキンまん」などの新商品を発売しました。
新宿中村屋本店「スイーツ＆デリカB

ボ ン ナ
onna」では、リニューアル10周年イベントとして�

「できたて手包み肉まん」「できたてサンド月餅」を期間限定で実演販売しました。逸品カステラ

売上高構成比

72.0%

当社は2023年に策定した「中期経営計画－中村屋
2027ビジョン－」で掲げた戦略に基づき、経営目標の
達成に向けた取組みを進めております。
中華まんビジネスでは、中華まんが年間を通じて「手

軽に食べられる食」として定着するための施策を継続する
とともに、発酵・包餡技術を活かした新商品を開発・発
売していきます。
食品ビジネスでは、事業拡大に向けた営業戦略の見直

しや新定番となるレトルト食品の創出に取り組んでいきま
す。また、これまで培った技術力を発揮しつつ利益確保
を目的とした規格の見直しを図っていきます。
菓子ビジネスでは、‘デイリー菓子’の定着に向けてライ

ンナップを充実させるとともに、利益改善に向けた商品

市販食品では、主要レトルトカレーの品質向上を図るとともに、電子レンジ調理対応
の商品ラインナップを充実させることで、売上拡大と新たな顧客層の獲得に努めました。
また、中華調理用ソースのパッケージをリニューアルし、ブランド訴求を強化しました。
業務用食品では、レストランで培った調理技術を活かした開発・提案を推進する中で、
会員制倉庫型チェーン向けに開発したスープが、フードコートのメニューとして採用され
ました。
直営レストランでは、新宿中村屋本店「カジュアルダイニングG

グ ラ ン ナ
ranna」「レストラン&

カフェM
マ ン ナ
anna」において、リニューアル10周年を記念したオリジナルカリーを期間限定

で販売しました。

売上高構成比

25.5%

不動産賃貸事業では、商業ビル「新宿中村屋ビル」において快適で賑わいのある商業空間の提供に努め、
満室稼働の維持につなげました。
また、武蔵工場の敷地の一部に設定した事業用定期借地権や、旧東京事業所跡地の一般定期借地権に
よる地代収入により、安定した売上を確保しました。

売上高構成比

2.5%

事業別概況

今後の課題と戦略

（上）�インドカリー�
バターチキン

（右）�本格四川 鮮烈な辛さ、
しびれる麻婆豆腐

政策の見直しや物流・営業体制の効率化を推進していき
ます。
また、「ものづくり」に関する技能伝承のためのマイス
ター制度を推進するほか、社内コミュニケーションの促進
によってエンゲージメントを高めることで、人的資本の価
値最大化を図り、戦略を着実に実行していきます。さら
に、食の安全・安心を確保するための品質保証体制の強
化を進めていきます。
以上の取組みを通じて、利益体質のビジネスモデルに
変革させ、企業としての価値向上および財務的な体力の
強化を実現します。
株主の皆様におかれましては、引き続きご理解とご支
援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
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菓子作りの技術だけではなく、
レストランのシェフの
スパイス技術も生かした
本店ならではの商品です

〜菓子とスパイスの融合〜

新宿区

新宿区在住の小学生が街の魅力を探り、体験するプロ
グラム「子ども未来講座 新宿たいけん」（新宿未来創造財
団主催）のどら焼き作りに協力しました。
中村屋の歴史を紹介後、菓子開発部のメンバーが講師となり、生地を焼

き、餡をはさんで試食するまでを体験してもらいました。参加した子どもからは、
「プロから教えてもらってうれしかった」「初めて中村屋の歴史を知った、もっと
知りたい」「家でもどら焼きを作ってみたい」などの感想をいただきました。

地域貢献・食育

子ども未来講座で
どら焼き作り体験を実施

「地球温暖化・気候変動の抑制」を重要課題の一つとして捉
え、サステナビリティへの取組みを進めています。
武蔵工場では屋根に太陽光パネルを設置することで、再生可
能エネルギーを利用した電力の供給を推進しています。2024
年度は工場内で消費する電力量の15％程度を太陽光発電で対
応し、温室効果ガスの排出削減に寄与しました。
今後もこのような活動に加え、さまざまな環境・社会課題の
解決に取り組み、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

サステナビリティ

再生可能エネルギーの利用を促進

TT OO PP II CC  SSトピックストピックス

「スイーツ＆デリカ B
ボ ン ナ

onna」 スパイスを使ったクッキーやインド風スイーツを発売
1927（昭和2）年からレストランで提供しているイン

ドカリーのおいしさと感動をスイーツでも楽しんでいただ
きたいという思いから、インドカリーのスパイスなどを材
料に使用したスイーツの開発に取り組みました。
長年培ったスパイス技術と菓子の製造技術をかけ合わ

せることで、風味だけではなく素材本来のうまみを引き立
て、食感や香りの幅が広がる、ここにしかない手作りのお
いしさを追求した菓子が誕生しました。
新宿中村屋本店「スイーツ＆デリカ
B
ボ ン ナ
onna」限定で発売しました。

独自価値の発信

恋と革命のスパイスクッキー缶

インド風
ジャグリープリン※

※�ジャグリー	�
…インドや東南アジ
アで使われるきび糖

スパイス香る
なめらかチャイムース

《商品は時期によって変更になる場合があります》
スイーツ＆デリカBonna

パティシエ
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第104回定時株主総会決議ご通知
第104回定時株主総会において、以下のとおり報告ならびに決議されましたので、ご通知申し上げます。
報告事項 第104期（2024年4月1日から2025年3月31日まで）事業報告および計算書類報告の件

本件は、上記の内容について報告いたしました。
決議事項 第1号議案	� 剰余金の処分の件�

本件は、原案どおり承認可決され、期末配当金は、普通配当として1株につき70円とすることに
決定いたしました。

第2号議案	� 取締役5名選任の件�
本件は、原案どおり承認可決され、取締役に島田 裕之、鍵山 敏彦、中山 弘子、藤本 聡の�
4氏が再選され、また、新たに弘中 雅裕氏が選任され、それぞれ就任いたしました。

第3号議案	� 監査役1名選任の件�
本件は、原案どおり承認可決され、監査役に日向 研氏が再任され、就任いたしました。

第4号議案	� 補欠監査役1名選任の件�
本件は、原案どおり承認可決され、補欠監査役に橋本 克紀氏が選任されました。

住　所：東京都新宿区新宿三丁目26番13号
e-mail： kabunushi@nakamuraya.co.jp
U R L ： https://www.nakamuraya.co.jp/

〈お問合せ先〉総務・法務部
電　話： 03-5325-2700

創 業 1901（明治34）年12月30日
設 立 1923（大正12）年4月1日
資 本 金 74億6,940万円
営 業 内 容 各種和洋菓子・パン・その他食料品の製造、

販売ならびに飲食店の営業
従 業 員 数 792名（左記の他臨時従業員が期中平均459名おります。）

概要

発行可能株式総数 19,904,400株
発行済株式の総数 5,976,205株
株 主 数 12,886名

株式の状況

（注）�発行済株式の総数には、自己株式
（199,909株）が含まれております。

（注）�前期末に比し170名増加いたしま
した。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
配当金受領株主確定日 毎年3月31日
定時株主総会 毎年6月
単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告により掲載します。ただし電子公

告を行えない事由が生じたときは日本経済
新聞に掲載する方法により行います。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

未払配当金のお支払…	みずほ信託銀行（※）およびみずほ銀行
（※）トラストラウンジではお取扱できませんのでご了承ください。

ご注意	�支払明細発行については、上記「特別口座の場合」のフリー
ダイヤルまでご連絡ください。

	� 特別口座では、単元未満株式の買取・買増以外の株式売買
はできません。

証券会社に口座を
お持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先

お取引先の
証券会社と
なります。

〒168-8507 東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電話お問合せ先 0120-288-324
（土・日・祝日を除く9：00～17：00）

株主総会資料の電子提供�
制度（書面交付請求）
についてのお問合せ先

電子提供制度専用ダイヤル
0120-524-324

（土・日・祝日を除く9：00～17：00）
お取り扱い店 みずほ信託銀行（※）

株主メモ

株主様向けイベントのお知らせ

ご好評につき、本年も中村屋
サロン美術館を含む「新宿中
村屋ビル体験ツアー」と「中
華まんミュージアム見学会」
を開催します。詳細は別紙の
ご案内をご確認ください。 「中華まんミュージアム見学会」の様子「新宿中村屋ビル体験ツアー」の様子

役員（2025年6月27日現在）

（注）	�取締役中山弘子・藤本聡の両氏は�
社外取締役であります。

	� 監査役日向研・小川直樹の両氏は�
社外監査役であります。

代表取締役
社長 島田　裕之

取締役兼
専務執行役員 鍵山　敏彦

取締役兼
執行役員 弘中　雅裕

取締役 中山　弘子
取締役 藤本　  聡
常勤監査役 齊藤　正樹
監査役 日向　  研
監査役 小川　直樹

執行役員 鈴木　克司
執行役員 河野奈美江
執行役員 太田　憲治
執行役員 水野　豊司
執行役員 春江　達夫
執行役員 本多　大輔

「株主総会」に関する情報はこちらから
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